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被災地から１ 

子ども達の居場所づくりのために 

 

今回のような地震災害は、子ども達にとって大きな不安と恐怖を伴う体験です。そのような恐怖の体験をした子どもに

とって、普段の状態にある安心感のようなものがとても必要です。CWS は被災した子ども達の心理的なケアをするため

の特別訓練プログラムを専門家の協力により１０月１２～１３日の２日間、１５人のボランティアスタッフが、自然災害

で被災した子ども達に対するカウンセリングとケアの知識、そして避難テントでの暮らしの中で子ども達を楽しませるア

クティビティや教育について学びました。 

 

CWS は、CFS（チルドレン・フレンドリー・スペース）と呼ぶ、子ども達の居場所づくりを３つのテントで１０月１

５日に開始しました。これらのスペースは午前中は臨時の学校教室の機能も果たします。３つのテントではそれぞれ５０

人ほどの子ども達が集うことができます。CWS は、この活動を通じて、余震などの恐怖に怯える地震によるトラウマを

抱えた多くの子ども達をケアしています。パダン・パリアマン地域の一部の学校は再開されましたが、多くの校舎が倒壊

または大きなダメージを受けているので、子ども達はテントで勉強をしています。そして、学校に行かず道端で物乞いを

する子ども達の姿も多く見かけるようになり、とても心が傷みます。 

 

「私たちは、子ども達に安心してほしい。そして、信頼と自尊心を取り戻してほしいのです」CWS の心理カウンセリ

ングプログラム担当スタッフのアナタシアは CFS（チルドレン・フレンドリー・スペース）の重要性を語ってくれまし

た。CWS はさらに被災地の３つの村落で、新しい CFS（チルドレン・フレンドリー・スペース）をはじめることがで

きる場所を探しています。 

（2009.10.14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校が再開した日に、倒壊した校舎から集めた教科書を整理する子ども達 

（パダン・パリアマン地域で） 
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ご寄付の方法： 

【郵便局（ゆうちょ銀行）から】 

郵便振替口座番号：００９３０－１－１１９７８２ 

加入者名：特定非営利活動法人アジアボランティアセンター 

＊通信欄に「インドネシア復興支援」とご明記ください 

＊領収証ご希望の場合はその旨もご明記ください 

 

【銀行口座に】 

銀行名：三菱東京 UFJ 銀行阪急梅田北支店 

口座番号：５３７１９６４ 

名義：特定非営利活動法人アジアボランティアセンター 

＊銀行振込の場合「09IN」とご指定ください 

＊領収証ご希望の場合は別途 AVC 宛 TEL（０６－６３７６－３５４５）で 

振込内容（振込日、お名前、ご住所、TEL）ご連絡ください 

 

 


